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4) “Bens da Imigração Japonesa no Vale do Ribeira”には、聖公会を建設した大工は“WADA”と記されているが、大工棟
梁は林今朝士であることから、和田は林の下で働いていた大工であると考えられる。 























行される直前の 1930（昭和 5）年頃であったと考えられる。 
 
1) 海外興行株式会社『伯剌西爾イグアッペ植民地創立廿週年記念寫眞帳』1933 年発行。なお、日系移民の系譜については
深沢正雪『一粒の米もし死なずば』（無明舎出版 2014 年）も参考にした。 
2) 竣工当時の所有者は、沖之株菊一郎であった。ちなみに、現地での聞き取り調査によれば、沖之株氏は、日本では大工
ではなかったが、ブラジルでは大工として働いていたという。 
3) 聞き取りによれば、同住宅は建設から 80 年程経過しているという。 
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図 2-2-2 沖山剛造家住宅に関する新聞記事 




























   
図 2-2-5 南側の下屋と離れ外観       図 2-2-6 台所内部 
  
図 2-2-7 浴室裏側の焚口          図 2-2-8 井戸のある下屋 
 
4) 調査時、納屋と付属屋の屋根は修理中であった。 
5) 図 2-2-1 には増改築前の様子が見られる。 
6) この建物は、かつて養蚕小屋として使われていた。 
図 2-2-4 リビング内部 
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 納屋は、現在は外壁のない吹きさらしである。床面は 2/3 が板敷、1/3 が土間となってい
る。建設当初に住まいとして用いられていた際は、出入口部分は土間で、他は床張りであり7)、
天井高の低い中二階8)を寝室として利用していたという。また、その後の主屋の増改築に際



























    
図 2-2-11 北面ベランダに         図 2-2-12 六川家住宅の窓枠 
面する窓枠   
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図 2-2-15 沖山剛造家住宅 平面図（実測調査による）











































図 2-2-15 沖山剛造家住宅 平面図（実測調査による）
図 2-2-16 沖山剛造家住宅 断面図（実測調査による） 
敷地に高低差があり、「主屋」の北側部分は高床
形式となっている。 
小屋組みは和小屋で、二重梁の構造である。 
「主屋」と「付属屋」は別棟である。 
南半球のため、北側の日射・採光がよく、敷地の北側は庭で、建物は
南側に寄せて配置されている。 
主屋東側の「納屋」は壁が取り払われ、吹きさらしである。西側の「主
屋」はリビング・仕事部屋を北側にとり、寝室、食事室、台所は南側に
とられている。「付属屋」の下屋には井戸がある。 
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４）まとめ 
沖山剛造家住宅の特徴は、カネラプラッタと推察される堅木を用い、北側にベランダを配
したもので、これらはレジストロにおける同時期の日系移民住宅に共通して見られるものと
いえる。また、地盤面から床面を高床とした住居形式は、六川家住宅にも見られ、土地の勾
配や自然環境に由来した造りであると考えられる（なお、前掲の熊谷の論によれば、２階建
ての日系移民住宅はレジストロ地域に特有の傾向のようである）。また、小屋組みには墨書と
見られる痕跡も確認され、日本人大工の手によるものであることが確認された。 
なお、沖山剛造家住宅では、畳の使用や床坐による生活の痕跡は見当たらなかった。この
様子は、調査を行った日系移民住宅に共通して見受けられる。移民最初期の住宅ではこうし
た和式の生活様式を継承していた可能性も排除できないが、大正後期から昭和初期にかけて
建設されたと考えられる剛造家住宅の住宅では、靴履きのままイス坐とベッドを用いた就寝
による生活が営まれていた。 
さらに、開口部の窓枠の形状に、日本の同時代の民家には見られない特徴的な納まりがみ
られることを指摘した。柱間寸法や開口部の配置傾向とともに一定の傾向が見いだされ、こ
の点についてはあらためて後述する。 
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